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１． 研究目的 

1) 本研究班は、当初、27-6 のひとつのブラン

チとして、「オールジャパンのブレインバンク構

築のためのグランドデザイン作成のための検討」

を行うことを目標とした。 

  2）2 年間でその目標をほぼ達成したため、最

終年度は、27-6-2 として、オールジャパンのブ

レインバンクを運営するとともに、生前同意シ

ステムを導入した「神経疾患ブレインバンク」

を発展させて「精神・神経疾患ブレインバンク

（NCNP ブレインバンク）」を構築・運営すること

を目標とした。 

２． 研究方法 

国立精神・神経医療研究センターが中心にな

り、国内主要ブレインバンクと共同して日本ブ

レインバンクネット（JBBN）を形成する。バン

クとしての基盤を強化し、分担研究者の連携を

図ることにより、オールジャパン体制を構築す

る。精神科の協力により、バンクの対象領域を

神経疾患だけでなく精神疾患にも拡大して活動

を行う。 

３． 研究結果及び考察 

1) 当センターに事務局を置き、「日本ブレイ

ンバンクネット(JBBN)」として、グランドデザ

インを作成し、本邦の主要なブレインバンク間

がネットワーク化することが可能となった。す

なわち従来の NCNP を中心とした国立病院機構

のブレインバンクのネットワーク、精神疾患ブ

レインバンクのコア施設（横田修分担協力者）、

老化・認知症のブレインバンクコア施設（村山

繁雄分担協力者）、神経疾患のブレインバンクの

コア施設（柿田明美・吉田眞理分担研究者（H29
年度のみ））が協力する体制を確立した。一方で

倫理面での検討（井上裕輔分担研究者）を行い、

生物学的精神医学会および日本神経病理学会の

合同の倫理指針を策定し、各関連学会で承認さ

れた。また、絶対数が不足している小児神経疾

患リソースについては、意識調査や病理解剖の

実践などによりブレインバンク設立を推進して

いる（谷池雅子分担研究者）。 
JBBN は H28 年度末に NCNP の倫理委員会承認

を得て、その要となるデータベースの構築を行

った。精神疾患、神経疾患あわせて 1600 例あま

りの半脳凍結例が登録され、研究者が閲覧でき

るよう HP (http://www.jpbrain.net/) に公開した。

事務局では、リサーチコーディネータをはじめ、

医師・研究員からなるコーディネータが実務を

担当し、学術審査委員会、運営委員会、外部評

価委員会を設置した。研究者からの問い合わせ

や研究申請に対応し、審査を経て試料提供が開



始された。研究者からの窓口を一本化すること

で、各ブレインバンクの提供実績も増加してい

る。 
また、「ブレインバンク」の市民広報活動を

JBBN として行うことで、全国的にブレインバン

クの検体数増加も見られている、特に都健康長

寿医療センターでは検体数の増加により保管ス

ペースが足りなくなり荼毘に付さねばならない

ところを、本ネットワークの機能のひとつとし

て、NCNP での移管をすすめる運びとなった。 
2) 上記システムを整えつつ、これまで神経疾患

に限ってきた生前同意登録システムを、当院精

神科の協力により精神疾患の登録を行うことで

合意を得、H28 年度末に倫理委員会承認を得た。

生前同意登録者数は約 260 名を超え、精神疾患

の新規登録者は約半年で 5 名となった。   

HP(http://www.brain-bank.org/index.php )を閲覧

して遠方からの登録希望の問い合わせについて、

従来は登録が実現不可能であったが、JBBN のシ

ステムを通じて協力施設における病理解剖（ブ

レインバンクに検体を寄託）に至る例が出てき

た。中部、近畿地方では、愛知医科大学（吉田

眞理分担研究者）や、NHO 刀根山病院等の研究

協力者（藤村晴俊、渡辺千種研究協力者）の施

設で実現している。新潟地区（柿田明美分担研

究者）では、生前登録の広報活動を精神科医師

向けに行い、それまでほとんど無かった統合失

調症や双極性感情障害の病理解剖・ブレインバ

ンクへの検体寄託が年間 5 例近くにのぼった。 

上記活動により、当院でも他施設からの依頼剖

検を含めて病理解剖数が増え、それらはすべて

ブレインバンク同意を得ることができた。この

ため、年間約 10 例前後であった病理解剖数が、

H29 年度は約 2 倍のペースで増加した。 

４． 結論 

オールジャパン体制の日本ブレインバンクネ

ット(JBBN)を構築し、運用を開始した。これに

よりブレインバンク活動が活発化し、当院だけ

でなく各分担施設での実績も増加した。 
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